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大
学
学
内
改
革
と
法
規
資
料

―
明
治
大
学
の
場
合

村

松

玄

太

は
じ
め
に

本
稿
が
目
的
と
す
る
の
は
、
明
治
大
学
諸
規
程
の
時
代
ご
と
の
変
容
を
検
討

す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
最
低
限
の
前
提
と
し
て
創
立
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に

お
け
る
時
代
状
況
と
諸
規
程（
学
則
に
限
定
し
な
い
）
の
変
遷
に
つ
い
て
見
る
。

そ
し
て
本
稿
半
ば
に
て
若
干
の
占
領
期
関
係
資
料
を
用
い
な
が
ら
、
新
制
大
学

移
行
過
程
に
お
け
る
諸
規
程
の
様
相
を
取
り
扱
う
。

諸
規
程
を
歴

資
料
と
し
て
み
た
と
き
、
大
学
に
お
け
る
そ
の
と
き
ど
き
の

必
然
的
な
要
請
が
刻
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
そ
の
内
容

や
改
廃
は
実
際
の
運
用
や
、
政
治
経
済
社
会
等
の
状
況
と
い
っ
た
現
実
か
ら
た

え
ず
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
た
結
果
に
基
づ
い
て
お
り
、
大
学
の
置
か
れ
た
時

代
時
代
の
状
況
を
反
映
す
る
資
料
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん

条
文
そ
れ
ぞ
れ
は
、
実
際
に
ど
の
程
度
適
用
さ
れ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
、
い
わ

ば
死
文
化
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
し
た
が
っ
て
当
時
の
状
況
と
よ
く
対
比
し
な

が
ら
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
だ
が
そ
の
こ
と
を
差
し
引
い
て
も
そ
の

当
時
の
大
学
が
直
面
し
て
い
た
問
題
や
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の
諸
状
況
の
変

動
過
程
の
顕
れ
と
し
て
諸
規
定
は
重
要
な
資
料
と
な
り
う
る
。

大
学

の
資
料
収
集
・
研
究
上
で
は
む
ろ
ん
諸
規
程
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ

て
い
る
。
明
治
大
学
に
お
い
て
も
、
と
く
に
学
則
の
収
集
と
検
討
に
つ
い
て
い

く
ど
か
な
さ
れ
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
の
前
身
組
織
に
お
い
て
編
集
・
発
行
さ

れ
た
『
資
料

明
治
大
学
教
育
制
度
発
達

稿
〔

〕
―
〔

〕
』
一
九
七
六

―
一
九
八
四
年
）
に
は
、
学
則
資
料
も
含
め
て
各
種
規
定
が
編
年
で
紹
介
さ
れ

て
お
り
、
う
ち
重
要
な
も
の
に
は
宮
川
康
に
よ
る
解
説
を
付
し
て
い
る
。

つ
い
で
明
治
期
を
中
心
と
し
た
学
則

料
の
紹
介
・
分
析
（
山
形
万
里
子

編
・
別
府
昭
郎
解
題

(

)

）
が
行
わ
れ
た
。
『
明
治
大
学
百
年

』
の

料
編
お
よ

び
通

編
で
は
、
そ
れ
ら
の
成
果
を
利
用
し
つ
つ
目
次
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
百
年

』
完
結
後
に
は
、
鈴
木
秀
幸
が
大
正
・
昭
和
期
の
学
則
資
料
を
悉

皆
調
査
し
た
う
え
で
、
敗
戦
前
後
の
学
則
の
変
化
に
焦
点
を
当
て
て
い
る

(

)

。
鈴

木
は
明
治
大
学

は
も
と
よ
り
他
大
学
年

に
お
け
る
学
則
資
料
の
取
り
扱
い

に
も
目
配
り
を
効
か
せ
な
が
ら
、
学
則
研
究
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
今
後
の
課

題
と
し
て
占
領
期
教
育
資
料
な
ど
、
周
辺
状
況
の
調
査
の
必
要
性
に
関
し
て
課

題
を
掲
げ
た
。

ま
た
、
内
部
資
料
と
し
て
赤
間
義
三
郎
が
創
立
か
ら
一
九
四
六（
昭
和
二
一
）

年
ま
で
の
学
則
条
文
の
加
除
修
正
を
た
ど
っ
た
大
部
の
一
覧
を
作
成
し
て
い

る

(

)

。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
大
学
に
お
い
て
は
学
則
等
の
諸
規
定
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
の
変
遷
を
た
ど
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て



――――

大学資料センター事務室報告 第集

い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
の
半
ば
で
占
領
期
関
係
資
料
を
用
い
る
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
こ
こ
に
挙

げ
た
先
行
研
究
と
の
重
複
を
避
け
る
も
の
で
あ
る
。
占
領
期
に
お
け
る
教
育
政

策
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（




／





以
下



と
略
記
）
と
の
折
衝
な
ど
を
通
し
て
、
学
校
が
ど

の
よ
う
に
戦
後
大
学
の
あ
り
方
を
模
索
し
、
戦
後
の
規
定
を
整
え
た
の
か
た
ど

っ
て
み
た
い
と
思
う
。
と
は
い
え
こ
れ
ら
の
資
料
も
残
存
状
況
と
し
て
は
体
系

的
と
は
言
い
難
い
が
、
幾
分
か
の
知
見
を
付
与
で
き
る
と
考
え
る
。

一

創
立
期
か
ら
第
二
次
大
戦
敗
戦
前
ま
で
の
諸
規
定
の
流
れ

（

）
創
立
期
か
ら
財
団
法
人
化
ま
で

こ
こ
で
は
ま
ず
最
低
限
の
前
提
と
し
て
、
創
立
期
以
降
の
諸
規
定
の
動
向
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
の
時
期
と
状
況
に
つ
い
て
俯
瞰
図
を
示
す
。

◯

創
立
当
初
か
ら
帝
国
大
学
特
別
監
督
条
規
の
学
校
・
司
法
省
指
定
校
を
へ

て
、
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
大
学
・
財
団
法
人
の
確
立
期
（
一
八
八
一
年

～
一
九
〇
五
年
）

◯

大
学
令
に
基
づ
く
大
学
昇
格
期
（
～
一
九
二
四
年
）

◯

関
東
大
震
災
・
明
治
大
学
令
の
作
成
期
（
～
一
九
三
二
年
）

◯

準
戦
時
・
戦
時
体
制
期
（
～
敗
戦
）

い
さ
さ
か
乱
暴
か
も
し
れ
な
い
が

(

)

、
規
則
を
め
ぐ
る
画
期
は
こ
の
よ
う
な
も

の
だ
ろ
う
か
。
さ
し
あ
た
り
の
区
分
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

◯
の
時
期
の
大
学
を
構
成
す
る
規
定
は
、
学
則
と
生
徒
に
関
す
る
規
則
（
特

別
生
規
則
）
、
講
法
会
規
則
、
周
辺
の
規
定
と
し
て
校
友
会
規
則
（
一
八
八
六

年
以
降
）
、
寄
附
行
為
（
一
九
〇
五
年
）
な
ど
が
あ
る
。
学
則
に
つ
い
て
見
る

と
若
干
加
除
は
あ
る
も
の
の
、
章
立
て
と
条
文
数
は
お
お
む
ね
年
を
追
っ
て
増

加
し
て
ゆ
く

(

)

。
た
と
え
ば
一
八
八
一
（
明
治
一
四
）
年
に
出
さ
れ
た
「
明
治
法

律
学
校
規
則
」
は
全
四
章
（
第
一
章

総
則

第
二
章

入
学
則

第
三
章

塾
則

第
四
章

教
則
）
四
三
条
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
一
八
八
八
（
明
治

二
一
）
年
に
、
五
度
目
の
改
正
が
な
さ
れ
た
「
帝
国
大
学
特
別
監
督
私
立
明
治

法
律
学
校
規
則
」
は
全
七
章
七
二
条
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
を
み
る
と
第

一
章
が
総
則
、
第
二
章
教
則
、
第
三
章
試
験
則
、
第
四
章
入
退
校
規
則
、
第
五

章
費
目
、
第
六
章
塾
則
、
と
な
っ
て
い
る
。
前
の
規
則
と
比
較
す
る
と
、
「
入

校
規
則
」
が
「
入
退
校
規
則
」
と
な
り
、
新
た
に
「
費
目
」
と
「
試
験
規
則
」

の
章
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
中
身
に
つ
い
て
も
具
体
性
が
増
し
、
受
験
願
の
提

出
や
、
入
校
日
の
明
確
化
（
毎
月
第
一
・
第
三
月
曜
日
）
、
定
期
試
験
の
時
期

（
二
・
七
月
）
、
卒
業
試
験
（
六
・
一
二
月
）
な
ど
が
定
め
ら
れ
た
。
入
・
退
学

者
数
の
急
激
な
増
大
が
、
必
然
的
に
規
程
の
明
確
化
を
迫
る
も
の
だ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

つ
ね
に
第
一
条
に
置
か
れ
る
学
校
の
設
置
目
的
に
つ
い
て
も
科
目
編
成
の
増

大
と
と
も
に
、
修
正
が
加
え
ら
れ
る
。
一
八
八
一
年
の
規
則
で
は
「
本
校
ハ
内

国
及
ヒ
諾
外
国
ノ
法
律
ヲ
研
究
ス
ヘ
キ
専
門
学
校
ト
ス
」
と
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
の
規
則
で
は
行
政
学
部
が
置
か
れ
て
い

る
こ
と
を
反
映
し
て
「
本
校
ハ
法
律
学
並
ニ
行
政
学
ヲ
教
授
ス
ル
専
門
学
校
ト

ス
」
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
国
に
よ
る
学
制
改
革
の
動
き
が
生
じ
て
く
る
。

一
九
〇
三
（
明
治
三
六
）
年
に
は
「
高
等
ノ
学
術
技
芸
ヲ
教
授
ス
ル
学
校
ハ
専

門
学
校
ト
ス
」
（
第
一
条
）
と
す
る
専
門
学
校
令
が
施
行
さ
れ
る
。
そ
し
て
同

年
明
治
法
律
学
校
は
、
専
門
学
校
令
下
の
大
学
と
し
て
昇
格
を
果
た
す
。
こ
の
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翌
年
の
「
明
治
大
学
学
則
」
（
一
九
〇
四
年
八
月
一
〇
日
）
を
見
よ
う
。
明
治

三
〇
年
代
の
学
則
は
七
〇
条
程
度
の
条
文
数
を
整
え
て
い
た
が
、
こ
の
学
則
は

全
一
二
章
一
二
三
条
と
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
。
項
目
は
第
一
章
総
則
、
第
二

章
本
科
専
門
科
学
科
目
、
第
三
章
学
年
及
ヒ
休
業
日
、
第
四
章
入
学
、
第
五
章

在
学
・
休
学
及
ヒ
退
学
、
第
六
章
試
験
、
第
七
章
聴
講
生
、
第
八
章
学
資
、
第

九
章
特
待
生
、
第
十
章
奨
学
貸
費
、
第
十
一
章
海
外
留
学
、
第
十
二
章
特
別

生
、
第
十
三
章
補
修

(

)

、
第
十
四
章
高
等
予
科
で
あ
る
。

第
一
条
で
は
「
明
治
大
学
ハ
法
律
政
治
文
学
及
ヒ
商
業
ニ
関
ス
ル
学
術
ヲ
教

授
シ
及
ヒ
其
蘊
奥
ヲ
研
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

年
法
学
部
・
政
学
部
・
文
学
部
・
商
学
部
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
本
科
・
専
門
科
が

置
か
れ
た
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
学
部
別
の
学
科
目
学
科
課
程
が
詳
細

に
ま
と
め
ら
れ
た
。
ほ
か
に
、
こ
れ
は
一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
に
一
章
置

か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
学
生
資
格
な
し
に
一
部
科
目
を
受
講
で
き
る
聴
講
生

制
度
（
六
六
・
六
七
条
）
や
、
学
業
優
秀
者
に
対
す
る
海
外
留
学
制
度
（
八
四

条
）
、
大
学
本
科
に
入
学
す
る
た
め
の
コ
ー
ス
で
あ
る
高
等
予
科
（
九
一
～
一

二
七
条
）
の
設
置
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
総
合
大
学
と
し
て
の
装
い

を
整
え
な
が
ら
、
様
々
な
受
講
者
の
位
置
づ
け
を
す
る
と
同
時
に
、
優
秀
な
自

校
出
身
者
に
勉
学
の
機
会
を
与
え
、
次
代
を
担
う
人
材
を
育
成
し
よ
う
と
す
る

志
向
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る

(

)

。
ま
た
翌
年
に
は
寄
附
行
為
が
制
定
さ
れ
、
財
団

法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
商
議
委
員
、
理
事
、
学
監
、
監

事
な
ど
が
置
か
れ
、
組
織
と
し
て
新
た
な
法
的
裏
付
け
が
整
え
ら
れ
る

(

)

。

こ
の
期
間
は
一
口
に
い
え
ば
、
創
立
以
来
、
曲
折
を
経
な
が
ら
も
近
代
社
会

の
要
請
す
る
人
材
育
成
に
答
え
つ
つ
、
組
織
の
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
時
期

で
あ
っ
た
。
そ
の
一
端
が
規
定
の
細
分
化
と
肥
大
の
過
程
か
ら
窺
う
こ
と
が
可

能
と
い
え
よ
う
。

（

）
大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
期
ま
で

続
く
◯
の
時
期
で
は
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
産
業
化
・
大
衆

化
を
進
め
る
社
会
状
況
と
、
他
方
で
徐
々
に
強
ま
っ
て
い
く
教
育
の
国
家
的
な

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
対
応
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
学
則
・
寄
附

行
為
と
い
っ
た
核
と
な
る
規
程
の
ほ
か
に
、
別
学
校
や
関
係
団
体
が
創
始
さ

れ
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
多
く
の
規
程
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
諸
規
程
の
な

か
で
日
露
戦
争
後
、
つ
ま
り
明
治
末
年
あ
た
り
の
産
業
化
を
象
徴
す
る
も
の
と

し
て
、
増
加
し
つ
つ
あ
っ
た
清
国
・
朝
鮮
な
ど
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
留
学
生

を
受
け
入
れ
る
た
め
の
商
業
学
校
（
経
緯
学
堂
（
一
九
〇
三
年
）
・
留
日
学
生

高
等
予
備
学
校
（
一
九
一
三
年
））
、
あ
る
い
は
簡
易
商
業
学
校
（
一
九
〇
八
年
）

と
い
っ
た
関
連
諸
学
校
の
規
則
が
目
に
つ
く
。
ま
た
、
大
学
令
の
施
行
後
と
な

る
が
、
夜
間
専
門
部
の
設
置
も
特
徴
的
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
科
（
一
九
二
一

年
）・
経
済
（
一
九
二
三
年
）
・
商
科
（
一
九
二
九
年
）
な
ど
で
あ
る
。
学
生
た

ち
の
課
外
諸
活
動
の
活
発
化
も
こ
の
時
期
を
彩
る
特
質
で
あ
ろ
う
。
ス
ポ
ー
ツ

や
学
芸
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
え
る
組
織
と
し
て
「
学
友
会
」
が
作
ら
れ
、
学

友
会
規
則
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
一
九
〇
四
年
）
。
大
学
は
社
会
・
学
内
状
況

の
変
化
を
と
ら
え
な
が
ら
各
種
規
定
を
整
備
し
、
こ
の
時
期
の
最
重
要
課
題
で

あ
っ
た
大
学
令
に
基
づ
く
真
の
大
学
昇
格
に
向
け
て
、
地
な
ら
し
と
も
い
う
べ

き
作
業
を
進
め
て
い
く
。

一
九
一
九
年
に
公
布
さ
れ
た
大
学
令
は
、
公
立
・
私
立
・
単
科
大
学
の
設
置

を
認
め
た
も
の
で
、
い
ま
ま
で
官
立
大
学
の
み
を
大
学
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

を
、
私
立
学
校
も
、
要
件
さ
え
整
え
ば
等
し
く
大
学
と
み
な
す
も
の
で
あ
っ

た
。
だ
が
周
知
の
ご
と
く
こ
の
大
学
昇
格
要
件
は
、
財
政
・
教
育
組
織
両
面
に

わ
た
っ
て
き
わ
め
て
厳
し
い
も
の
で
、
明
治
大
学
は
そ
の
昇
格
に
つ
い
て
多
大

な
努
力
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

(

)

。
ま
た
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私
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立
大
学
も
帝
国
大
学
と
同
様
に
国
の
掲
げ
る
「
国
家
ニ
須
用
ナ
ル
学
術
ノ
理
論

応
用
ヲ
教
授
」
（
大
学
令
第
一
条
）
す
る
と
い
う
目
的
の
許
に
置
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
四
月
一
五
日
、
明
治
大
学
は
、
私
立
学
校
と
し
て
は
三
番
目
に

大
学
令
下
の
大
学
と
し
て
認
可
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
時
に
「
明
治
大
学
学
則
」

が
制
定
さ
れ
て
い
る

(
)

。
こ
れ
は
い
ま
ま
で
の
学
則
と
は
異
な
り
、
正
確
に
は

「
明
治
大
学
と
し
て
最
初
の
学
則

(

)

」
で
あ
っ
た
。

新
学
則
で
は
全
四
章
八
八
条
と
、
か
つ
て
一
〇
章
一
〇
〇
条
を
超
え
て
い
た

構
成
が
だ
い
ぶ
整
理
さ
れ
て
い
る

(
)

。
第
一
章
総
則
、
第
二
章
学
部
、
第
三
章
大

学
院
、
第
四
章
大
学
予
科
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
大
学
と
認
め
ら
れ
る
た
め

に
そ
の
充
実
が
約
束
さ
せ
ら
れ
て
い
た
予
科
と
、
そ
れ
に
加
え
て
大
学
院
、
本

科
に
あ
た
る
学
部
の
位
置
づ
け
を
よ
く
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
規
則
の
な
か
で
入
学
資
格
、
科
目
、
学
費
、
試
験
な
ど
が
規
定
さ
れ
て

い
る
。

第
一
条
で
は
「
本
大
学
ハ
法
律
、
政
治
、
商
業
及
経
済
ニ
関
ス
ル
学
術
ノ
理

論
及
応
用
ヲ
教
授
シ
並
ニ
其
蘊
奥
ヲ
攻
究
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
な
っ
て

い
る
。
以
前
の
学
則
に
あ
っ
た
「
文
学
」
が
消
え
て
い
る
の
は
、
大
学
令
下
の

明
治
大
学
で
は
文
学
を
専
攻
す
る
コ
ー
ス
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

も
う
一
点
注
目
す
べ
き
は
学
生
心
得
に
あ
た
る
条
文
で
、
い
ま
ま
で
の
学
則

に
は
な
か
っ
た
「
国
体
ヲ
重
ン
シ
」
と
い
う
言
葉
が
採
用
さ
れ
て
い
る
（
第
三

三
条
）
。
こ
れ
に
は
大
学
昇
格
に
あ
た
っ
て
の
微
妙
な
配
慮
が
ほ
の
見
え
る
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
学
費
の
大
幅
値
上
げ
が
図
ら
れ
て
い
る
。
『
明
治

大
学
百
年

』
で
は
、
大
学
へ
の
移
行
に
と
も
な
っ
て
な
さ
れ
た
各
種
整
備
の

費
用
が
学
費
に
転
嫁
さ
れ
た
と
み
て
い
る

(

)

。

（

）
関
東
大
震
災
か
ら
明
治
大
学
令
ま
で

さ
て
、
こ
の
時
期
名
実
と
も
に
大
学
と
し
て
の
装
い
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
大

学
は
関
東
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、
校
舎
の
大
部
分
を
焼
失
す
る
（
一
九
二
三

年
）
。
こ
れ
が
◯
の
時
期
に
あ
た
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
は
じ
め
て
細

分
化
さ
れ
た
規
程
が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
契
機
と
し
て
震
災
の
被
害
が
関

係
し
て
い
る
。
大
学
は
震
災
復
興
事
業
を
推
進
し
て
い
く
が
、
こ
れ
が
最
優
先

課
題
と
な
っ
た
た
め
に
設
備
や
制
度
面
で
の
改
善
が
う
ま
く
な
さ
れ
ず
、
学
内

で
は
不
満
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
見
直
す
た
め
に
、
一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
一
月
、
役
員
教
職
員
を
委
員
に
委
嘱
し
た
制
度
調
査
委
員
会
が
置
か

れ
、
現
状
の
諸
制
度
に
つ
い
て
検
討
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は

企
業
や
内
外
大
学
の
規
則
類
が
検
討
さ
れ
、
寄
附
行
為
・
学
則
の
改
正
は
も
と

よ
り
、
職
制
・
給
与
規
程
・
教
員
服
務
規
程
・
職
員
規
程
・
奨
学
規
程
・
図
書

館
規
則
等
の
起
草
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
九
三
二
年
に
寄
附
行
為
の

改
正
と
「
明
治
大
学
令
」
（
新
学
則
）
が
制
定
さ
れ
た
。
寄
附
行
為
で
は
、
最

高
意
思
決
定
機
関
の
増
強
が
図
ら
れ
、
商
議
委
員
の
名
称
変
更
（
商
議
員
へ
）

や
、
理
事
・
監
事
の
員
数
増
員
、
学
長
の
名
称
変
更
（
総
長
へ
）
等
が
行
わ
れ

た
。
他
方
明
治
大
学
令
（
全
七
章
八
四
条
）
の
第
一
条
に
お
い
て
「
明
治
大
学

ハ
学
生
、
生
徒
ノ
人
格
ヲ
陶
冶
シ
国
家
思
想
ヲ
涵
養
シ
学
問
ノ
蘊
奥
ヲ
極
メ
人

類
文
化
ノ
発
達
ニ
貢
献
ス
ル
ヲ
以
テ
使
命
ト
ス
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
大
学
昇
格
段
階
で
は
「
生
徒
心
得
」
に
現
れ
て
い
た
国
家
に
関
す
る
条
項

が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て
、
専
門
部

の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
女
子
部
（
一
九
二
九
年
）
や
文
科
（
一
九
三
二
年
）

な
ど
、
の
ち
の
女
子
短
期
大
学
や
文
学
部
の
礎
石
と
な
っ
た
組
織
が
置
か
れ
、

専
門
部
学
則
が
改
正
さ
れ
て
い
る
。

一
九
三
三
年
二
月
一
五
日
に
は
、
職
制
・
給
与
令
等
一
三
の
規
程
、
三
月
二
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五
日
に
は
奨
学
・
学
位
・
研
究
生
・
留
学
生
・
図
書
館
・
学
生
、
生
徒
懲
戒
・

学
友
会
・
学
苑
会
・
教
授
会
・
学
級
委
員
の
十
に
お
よ
ぶ
規
程
が
一
挙
に
制

定
・
施
行
さ
れ
た

(

)

。
こ
こ
に
お
い
て
各
種
の
細
目
が
は
じ
め
て
明
文
化
さ
れ
、

そ
の
取
り
扱
い
を
円
滑
に
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
さ
き
が
け
が
、
学
内
職
員
の
業
務
等
に
つ
い
て
定
め
た
「
明
治
大

学
処
務
規
程
」
（
一
九
二
六
年
一
月
一
〇
日
制
定
）
で
あ
る
。
拡
大
す
る
業
務

に
対
処
す
る
た
め
に
、
こ
の
時
期
と
相
前
後
し
て
、
大
学
は
事
務
分
掌
を
細
分

化
し
た

(

)

。
た
と
え
ば
一
九
二
六
年
か
ら
人
事
課
を
独
立
さ
せ
て
学
生
の
就
職
紹

介
業
務
を
開
始
し
て
い
る

(

)

。
こ
れ
は
大
学
を
産
業
社
会
に
対
応
す
る
人
材
の
供

給
元
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と
い
う
発
想
に
基
づ
く
も
の
と
い
え
よ
う
。

他
方
で
一
九
三
一
年
に
は
学
生
課
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る

(

)

。
一
九
二
九
年

に
文
部
省
に
社
会
教
育
課
が
置
か
れ
、
国
家
思
想
を
体
現
す
る
人
材
を
「
思
想

善
導
」
す
る
学
生
取
締
策
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
学
生
課
の
強
化
は
そ
れ
を
象

徴
し
た
流
れ
で
あ
っ
た
。
昭
和
初
年
の
大
学
は
、
こ
れ
ら
社
会
と
国
家
の
間
に

た
ゆ
た
う
学
生
た
ち
を
訓
育
指
導
す
る
場
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（

）
準
戦
時
・
戦
時
体
制
期
か
ら
敗
戦
ま
で

一
九
三
一
年
、
満
州
事
変
を
契
機
に
中
国
と
の
間
に
戦
端
が
開
か
れ
る
。
こ

こ
か
ら
日
本
は
戦
争
へ
の
道
を
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
。
◯
の
時
期
は
、
◯

に
お
い
て
強
め
ら
れ
た
国
家
と
大
学
と
の
関
係
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
て
い
く

時
期
と
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

目
に
付
く
の
は
学
内
に
お
け
る
国
家
主
義
団
体
の
設
置
で
あ
る
。
一
九
三
〇

年
の
学
生
団
体
「
明
治
大
学
興
国
同
志
会
」
と
そ
の
綱
領
、
大
ア
ジ
ア
主
義
に

基
づ
い
た
「
明
治
大
学
亜
細
亜
学
生
会
」
の
設
置
（
一
九
三
二
年
）、
「
明
治
大

学
愛
国
学
生
会
」
（
一
九
三
六
年
）
、
「
国
民
精
神
作
興
運
動
」
と
文
部
省
に
よ

る
教
学
刷
新
評
議
会
委
員
会
の
議
論
に
対
応
し
た
「
明
治
大
学
振
興
委
員
会
」

の
設
置
と
そ
の
例
規
の
作
成
（
一
九
三
六
年
一
一
月
）、
「
明
治
大
学
精
神
国
防

研
究
会
」
な
ど
を
み
る
こ
と
が
で
き
る

(

)

。

そ
し
て
一
九
四
〇
年
に
至
り
、
近
衛
内
閣
の
推
進
し
た
新
体
制
運
動
に
対
応

す
る
た
め
、
大
学
令
の
改
正
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
改
正
理
由
と
し
て

は
「
総
長
総
裁
ノ
下
ニ
学
生
生
徒
ニ
対
ス
ル
指
導
精
神
ヲ
決
定
」
し
、
「
右
ノ

決
定
ヲ
中
心
ト
ス
ル
強
力
ナ
ル
審
議
機
関
ヲ
新
設
」
、
さ
ら
に
「
命
令
系
統
ヲ

一
元
化

(

)

」
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
結
果
、
一
九
四
一
年
三
月
に
学
則
が

改
正
さ
れ
、
学
生
課
が
よ
り
強
化
さ
れ
る
な
ど
の
変
更
が
な
さ
れ
た
。

そ
の
な
か
で
学
生
翼
賛
団
体
の
報
国
団
が
置
か
れ
る
。
明
治
大
学
で
も
学
則

改
正
直
後
の
四
月
に
「
明
治
大
学
報
国
団
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
団
則
に
よ

れ
ば
「
建
学
ノ
精
神
ニ
基
キ
臣
道
ヲ
実
践
シ
現
下
高
度
国
防
国
家
体
制
ノ
建
設

ニ
ツ
キ
負
荷
ノ
大
任
ニ
堪
フ
ベ
キ
人
材
ヲ
育
成
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
（
第

二
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
総
務
・
学
術
研
究
・
心
身
鍛
練
・
国
防
訓
練
・
文
化

教
養
・
学
生
生
活
の
六
部
の
本
部
が
置
か
れ
、
学
生
団
体
を
包
括
的
に
把
握

し
、
決
戦
に
向
け
た
協
力
体
制
が
こ
こ
に
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
動
き
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
国
策
に
応
じ
た
各
種
の
学

科
・
学
校
が
作
ら
れ
る
。
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
は
「
東
亜
新
秩
序
建

設
ノ
国
策
ニ
順
応
シ
」
（
明
治
大
学
専
門
部
興
亜
科
要
項
）
て
、
植
民
経
営
に

あ
た
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
専
門
部
興
亜
科
が
設
置
さ
れ

る
。
戦
末
期
に
至
る
と
、
結
局
実
現
は
し
な
い
も
の
の
、
当
時
の
政
策
に
応
じ

た
学
部
統
合
案
が
検
討
さ
れ
た
り
、
理
系
学
生
養
成
と
い
う
文
部
省
か
ら
の
要

望
に
応
え
た
明
治
工
業
専
門
学
校
の
設
置
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
学
徒
出

陣
・
勤
労
奉
仕
や
校
舎
徴
用
な
ど
、
大
学
は
人
的
・
施
設
的
と
も
に
戦
争
へ
の
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協
力
を
求
め
ら
れ
、
次
々
と
そ
れ
に
応
じ
て
い
く
。
教
職
員
・
学
生
も
疎
開
や

出
征
で
激
減
し
、
つ
い
に
敗
戦
直
前
に
は
授
業
も
停
止
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

国
策
に
呼
応
し
て
構
築
さ
れ
た
学
内
体
制
と
、
人
的
な
払
底
に
よ
っ
て
大
き

な
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
校
が
、
回
復
に
向
け
た
歩
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
る
の
は
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
の
敗
戦
以
降
で
あ
る
。
次
節
で
そ
の

様
相
を
か
い
ま
見
る
こ
と
と
す
る
。

二

敗
戦
後
諸
規
定
の
変
容

―



と
の
接
触
か
ら

（

）
戦
後
大
学
に
お
け
る
三
つ
の
志
向

敗
戦
を
契
機
と
す
る
大
学
の
変
化
の
志
向
は
、
お
よ
そ
三
つ
指
摘
で
き
よ

う
。
一
つ
に
は
初
期
占
領
政
策
を
象
徴
す
る
「
民
主
化
」
の
志
向
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
戦
時
協
力
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
学
部
・
諸
学
校
や
、
各
種
戦
時
協

力
（
報
国
団
・
勤
労
奉
仕
・
学
徒
出
陣
等
）
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
諸
規
定
を

改
廃
し
、
戦
争
協
力
を
し
た
と
み
な
さ
れ
た
学
校
関
係
者
を
「
除
去
」「
追
放
」

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
い
ま
ま
で
互
選
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
て
い
た
総
長

の
公
選
制
や
、
商
議
員
会
の
透
明
へ
の
流
れ
も
、
こ
の
民
主
化
の
志
向
か
ら
生

み
出
さ
れ
た
一
つ
の
課
題
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

第
二
に
は
「
復
興
」
の
志
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
戦
争
に
よ
っ
て
錯
綜
・
疲

弊
し
た
学
校
を
復
旧
し
よ
う
と
す
る
流
れ
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
志
向
は
た
と
え

ば
空
襲
被
害
の
復
旧
や
、
関
係
者
の
出
征
に
よ
っ
て
学
校
の
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ

を
旧
来
に
復
す
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
次
に
述
べ
る
志
向
と
も

密
接
に
関
わ
っ
て
く
る
。

第
三
の
そ
れ
を
仮
に
「
拡
大
」
の
志
向
と
で
も
し
て
お
く
。
各
大
学
に
お
い

て
は
敗
戦
直
後
か
ら
、
旧
来
に
復
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
両
面
に
わ
た
っ
て
よ
り
拡
大
の
志
向
を
強
め
て
い
く
。

こ
れ
は
敗
戦
後



が
主
導
し
て
進
め
た
教
育
の
機
会
平
等
策
と
密
接
に

関
係
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
旧
制
高
等
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
エ
リ
ー
ト

教
育
を
廃
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
柱
と
な
っ
た
の
は
女
子
教
育
と
私

学
振
興
の
両
面
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
教
育
の
平
等
化
へ
の
構
想
は
昭
和
初
年

か
ら
日
本
で
も
考
え
ら
れ
て
い
た
方
策
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
敗
戦
と
い
う
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
通
し
て
逆
説
的
に
達
成
を
さ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
い
ず

れ
に
せ
よ
そ
の
両
方
の
要
件
と
も
抱
え
る
明
治
大
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

施
策
は
学
校
の
施
設
・
教
職
員
・
学
生
の
拡
大
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
く
も
の

で
あ
っ
た
。

明
治
大
学
で
は
一
九
四
七
年
に
「
大
明
治
建
設
計
画
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す

る
、
一
九
四
九
年
の
新
制
大
学
設
置
に
向
け
た
拡
大
策
が
推
進
さ
れ
て
い
く

(

)

。

し
か
し
な
が
ら
学
校
に
と
っ
て
は
、
戦
後
の
財
政
難
と
も
あ
い
ま
っ
て
大
き
な

痛
み
を
と
も
な
う
も
の
で
、
十
分
な
成
果
を
上
げ
る
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。

だ
が
こ
う
し
た
拡
大
へ
の
志
向
が
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
就
学
人
口
の
爆
発
的

増
加
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
大
学
の
急
速
な
大
衆
化
を
準
備
し
、
下
支
え
す
る

も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。

（

）



と
明
治
大
学
と
の
接
触

で
は
こ
れ
ら
三
点
の
志
向
に
大
学
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を
も
っ
て
対
応

を
し
て
い
っ
た
の
か
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
問
題
の
細
部
と
周
辺
に
つ
い

て
は
、
少
な
く
と
も
明
治
大
学
の
場
合
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
学
内
資
料
が
十
分
に
残
存
し
て
い
な
い
た
め
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
障
碍
と
な
る
要
因
も
あ
る
。
そ
れ
は
お
も
に
占
領
期
教
育
行
政

の
決
定
過
程
の
複
雑
さ
か
ら
来
る
問
題
で
あ
る
。
間
接
統
治
方
式
に
よ
る
占
領

特
有
の
状
況
と
し
て
、
教
育
行
政
に
複
数
の
ア
ク
タ
ー

―
象
徴
的
に
は
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と
文
部
省
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
日
本
側
機
関
と
し
て
教
育
刷
新
委
員
会
や
大

学
基
準
協
会
な
ど

―
が
存
在
し
、
大
学
の
行
動
に
と
っ
て
何
が
決
定
的
だ
っ

た
か
み
き
わ
め
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
。
ま
た
、
大
学
が
自
発
的
な
動
き
と

し
て
学
内
問
題
に
対
処
し
て
い
く
場
合
も
あ
る
し
、
教
育
行
政
の
み
な
ら
ず
戦

後
国
民
の
社
会
・
経
済
状
況
の
変
容
に
つ
い
て
も
勘
案
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
検
討
を
阻
む
各
種
の
困
難
は
認
識
し
つ
つ
も
、
こ
こ
で
は
多
様
な

ル
ー
ト
の
う
ち
、
主
た
る
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
占
領
国
軍
当
局
と
明
治
大
学
と

の
や
り
と
り
を
通
し
て
、
大
学
が
戦
後
の
学
園
の
形
を
ど
の
よ
う
に
練
り
上
げ

て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
過
程
の
一
端
を
み
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

お
も
に
対
象
と
な
る
の
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
に
マ
イ
ク
ロ
フ

ィ
ッ
シ
ュ
が
収
め
ら
れ
て
い
るU

S
N
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と
略
記
）
が
作
成
し
た
メ
モ
ラ

ン
ダ
ム
群
で
あ
る
。





と
は
敗
戦
直
後
の
一
九
四
五
年
九
月
二
二
日
、



が
占
領
後

の
教
育
政
策
に
つ
い
て
対
処
す
る
た
め
に
設
置
し
た
機
関
で
あ
る
。
そ
の
直
後

か
ら
同
局
担
当
課
員
が
情
報
収
集
を
開
始
し
、
各
学
校
関
係
者
と
会
合
を
持

ち
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

明
治
大
学
で
は
ま
ず
、
同
年
一
〇
月
に
総
長
の
鵜
澤
総
明
と
近
藤
民
雄
専
務

理
事
が



の
主
力
を
な
す
米
軍
第
八
軍
司
令
部
を
訪
問
し
て
い
る

(

)

。
こ
の

な
か
で
ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
が
も
た
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
表

敬
訪
問
と
い
っ
た
意
味
だ
け
で
は
な
く
、



が
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
教

育
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
探
ろ
う
と
す
る
意
味
合
い
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
ち
ょ
う
ど
こ
れ
と
相
前
後
す
る
時
期
に
、



は
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な

指
令
を
矢
継
ぎ
早
に
発
し
て
い
る
。
一
〇
月
二
二
日
に
、



は
指
令
「
日

本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
ニ
関
ス
ル
件
」
、
同
月
三
〇
日
に
は
「
教
員

及
教
育
関
係
官
の
調
査
、
除
外
、
認
可
ニ
関
ス
ル
件
」
を
文
部
省
へ
出
し
て
い

る
。
周
知
の
ご
と
く
こ
れ
は
教
育
に
お
け
る
民
主
化
を
目
指
し
た
も
の
で
、
戦

時
体
制
下
に
免
職
・
休
職
と
な
っ
た
教
育
者
の
復
職
と
同
時
に
、
国
家
主
義
・

軍
国
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
鼓
吹
し
た
関
係
者
を
調
査
し
、
そ
の
追
放
を
命

令
す
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
指
令
に
基
づ
い
て
実
際
に
文
部
省
が
教
員
適
格

審
査
を
開
始
す
る
の
は
翌
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に




は
「
信
教
の
自
由
の
侵
害
」
を
理
由
と
し
て
独
自
に
立
教
大
学
首
脳
一
一
名
の

指
名
追
放
（
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
五
日

(

)

）
を
指
令
し
た
。
ま
た
日
本
大
学
、

京
都
帝
国
大
学
、
新
潟
第
一
高
等
師
範
学
校
の
教
員
等
を
名
指
し
で
追
放
指
令

を
出
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
東
大
な
ど
一
部
の
国
立
大
学
で
は
、
一
九
四
五
年

中
に
独
自
に
一
部
教
員
の
退
職
や
復
職
な
ど
を
決
定
し
て
い
た
。

そ
の
さ
な
か
の
一
九
四
五
年
一
一
月
二
六
日
に
、
明
治
大
学
を
訪
ね
た





課
員
と
、
鵜
澤
お
よ
び
教
務
課
長
の
水
越
順
作
を
ま
じ
え
た
会
談
が
行
わ

れ
て
い
る

(

)

。

会
談
に
お
い
て
ま
ず
鵜
澤
は
、
自
ら
を
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
日
本
の





の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
紹
介
し
た
。
そ
し
て
明
治
大
学
を
一
貫
し
て

リ
ベ
ラ
ル
な
学
校
た
ら
し
め
ん
と
し
て
き
た
と
述
べ
、
修
身
と
倫
理
に
関
す
る

科
目
を
中
止
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
植
民
研
究
も
停
止
し
て
い
る
こ
と
を
表
明

し
た

(

)

。
ま
た
リ
ベ
ラ
ル
な
学
風
の
教
員
は
戦
中
に
は
身
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
節
を
曲
げ
ず
に
通
し
た
、
と
も
付
け
加
え
て
い
る
。





側
か
ら
は
、
講
座
概
要
に
つ
い
て
早
急
に
提
出
す
る
よ
う
に
要
求

し
て
い
る
が
、
鵜
澤
は
何
人
か
の
教
員
が
疎
開
し
て
い
る
た
め
二
週
間
ほ
ど
待

っ
て
欲
し
い
と
回
答
し
て
い
る
。





は
同
日
早
稲
田
大
学
で
も
同
様
の
会
談
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
段
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階
で
は
、
ひ
と
ま
ず
主
要
な
大
学
の
表
敬
訪
問
を
か
ね
つ
つ
、
そ
の
概
要
を
さ

ぐ
っ
て
い
る
状
態
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
大
学
側
は
、
明
治
大

学
の
学
風
は
そ
も
そ
も
自
由
で
あ
り
、
ま
た
敗
戦
後
、
自
発
的
に
授
業
の
停
止

を
行
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
。
鵜
澤
が
自
ら
の
信
仰
ま
で
も
持
ち
出
し
た
の
は

そ
の
現
れ
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
大
学
は
敗
戦
後
の
民
主
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。

（

）
初
期
交
渉
過
程
に
お
け
る
松
本
滝
蔵
の
位
置

ち
な
み
に
こ
の
会
談
で
は
松
本
滝
蔵
（
当
時
商
学
部
教
授
）
が
通
訳
を
つ
と

め
て
い
る
。




側
は
松
本
を
通
し
て
訪
問
の
用
向
き
を
伝
え
、
そ
れ
に

答
え
る
形
で
松
本
が
会
談
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書

で
は
松
本
の
人
物
に
つ
い
て
「
ニ
ッ
ポ
ン
タ
イ
ム
ス
」
副
編
集
長
の
言
を
引
い

て
「
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
主
導
で
き
る
最
た
る
人
物
の
一
人
（one

of

the
m

ost
capable

exponents
of

dem
ocracy

in
Japan

）
」
と
紹
介
し
て
い

る
。松

本
は
一
九
〇
一
年
生
ま
れ
で
、
一
九
三
一
年
に
明
治
大
学
商
学
部
を
卒
業

後
、
特
別
研
究
生
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
へ
留
学
、
帰
国
後
に
母
校
に
着
任

し
た
（
担
当
科
目
は
商
業
英
語
・
広
告
論
）
。
か
れ
は
ア
メ
リ
カ
で
得
た
広
告

論
の
知
見
と
語
学
力
を
生
か
し
て
汎
く
聞
こ
え
て
い
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
と
め
、
日
系
米
国
人
の
日
本
へ
の
留

学
支
援
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。

の
ち
松
本
は
、
一
九
四
六
年
四
月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
立
候
補
・
当
選

し
、
衆
議
院
議
員
の
職
に
あ
っ
た
も
の
の
、
引
き
続
き
明
治
大
学
で
教
鞭
を
と

っ
た
。
同
年
五
月
に
は
、
議
員
在
職
の
ま
ま
理
事
に
就
任
し
て
い
る
。
こ
の
と

き
松
本
は
四
五
歳
で
あ
っ
た
。
理
事
会
は
、
同
じ
く
商
学
部
教
授
の
佐
々
木
吉

郎
（
一
八
九
七
年
生
ま
れ
・
当
時
四
八
歳
）
を
は
じ
め
と
し
て
大
幅
に
若
が
え

り
を
は
か
っ
て
い
た
。
松
本
は
そ
の
な
か
で
も
最
年
少
の
理
事
で
あ
っ
た
。
総

長
は
五
九
歳
の
近
藤
民
雄
が
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、
か
ね
て
か
ら
学
外



の
専
横
が
批
判
さ
れ
て
い
た
商
議
員
も
学
内
者
の
比
率
を
増
や
し
て
い
る
。
こ

れ
は「
学
園
刷
新
・
大
学
民
主
化

(

)

」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

多
分
に
占
領
政
策
の
一
つ
の
「
民
主
化
」
へ
向
け
て
、
大
学
が
対
応
し
た
姿
勢

を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

松
本
の
理
事
就
任
に
つ
い
て
は
、
明
大
関
係
者
の
な
か
で
は
飛
び
抜
け
て
深

い
占
領
国
・
米
国
と
の
パ
イ
プ
が
そ
の
就
任
を
後
押
し
し
て
い
る
よ
う
に
も
思

え
る
。
初
期
の



と
大
学
と
の
会
談
で
は
松
本
が
必
ず
同
席
を
し
て
い

る
。
松
本
自
身
占
領
期
の
政
治

上
で
も
興
味
の
深
い
人
物
で
あ
っ
て
、




と
の
パ
イ
プ
や
、
外
交
通
と
い
う
立
場
を
生
か
し
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
賠
償
全
権

特
使
な
ど
を
つ
と
め
、
特
異
の
地
位
を
占
め
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
占
領
期

日
本
政
治

・
外
交

の
解
明
の
上
で
も
興
味
の
あ
る
問
題
だ
が
、
今
後
の
別

稿
に
譲
る
。

（

）
米
国
教
育
使
節
団
の
来
訪

さ
て
、
こ
れ
に
続
い
て
米
国
教
育
使
節
団
が
明
治
大
学
を
訪
ね
る
の
は
一
九

四
六
年
三
月
二
一
日
で
あ
る

(

)

。
同
使
節
団
は
、



が
米
国
の
教
育
専
門
家

を
中
心
に
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
二
七
名
は
一
九
四
六
年
三

月
五
日
に
そ
の
第
一
陣
が
到
着
し
、
四
月
一
日
に
帰
国
す
る
ま
で
東
京
と
関
西

の
学
校
を
廻
っ
て
学
校
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
そ
し
て
六
日
に




の
意
見
書
を
付
し
て
使
節
団
報
告
書
を
発
表
す
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の

報
告
書
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
考
え
は
「
特
権
で
は
な
く
多
数
者
の
機
会
と
し
て

の
自
由
な
高
等
教
育

(
)

」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
旧
制
高
等
学
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校
・
専
門
学
校
を
廃
止
し
て
単
線
型
の
高
等
教
育
制
度
を
構
築
し
、
同
時
に
軽

視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
女
子
教
育
や
私
立
学
校
を
重
視
す
べ
き
だ
と
提
言
を
行

っ
た
。

明
治
大
学
で
の
会
合
に
は




課
員
の
ほ
か
、
使
節
団
メ
ン
バ
ー
の
う

ち
、
高
等
教
育
分
科
会
の
委
員
で
あ
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
（D

avid
H

.

S
tevens

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
人
文
学
部
長
）
、
デ
フ
ェ
ラ
ー
リ
（R

oy
J.

D
eferrari

ワ
シ
ン
ト
ン
・
カ
ソ
リ
ッ
ク
大
学
事
務
局
長
）
が
出
席
し
、
学
校

経
営
、
官
私
待
遇
の
格
差
、
学
位
授
与
、
学
生
の
素
行
身
分
に
関
す
る
こ
と
や

政
府
に
望
む
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
と
い
う

(

)

。

（

）
学
内
改
革
の
開
始

大
学
で
は
一
九
四
五
年
九
月
に
は
、
専
門
部
興
亜
科
の
名
称
を
「
産
業
経
済

科
」
と
し
、
民
主
化
の
要
請
に
対
し
て
は
と
り
あ
え
ず
急
場
を
し
の
ぐ
措
置
を

図
っ
て
い
た

(

)

。
だ
が
劣
悪
化
す
る
教
職
員
の
待
遇
改
善
や
、
急
激
な
イ
ン
フ
レ

に
対
処
す
る
た
め
の
学
費
・
学
生
定
員
の
増
加
と
い
っ
た
財
政
面
で
の
復
興
策

(

)

に
傾
注
し
て
お
り
、
根
本
的
な
改
革
を
図
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
か
っ
た
。

学
内
改
革
に
向
か
っ
て
具
体
的
な
方
策
が
出
始
め
る
の
は
、
こ
の
教
育
使
節

団
の
来
訪
前
後
か
ら
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
徐
々
に
学
内
民
主
化
に
向
け
た
動
き

が
生
じ
始
め
る
。
さ
き
に
商
議
員
会
及
び
理
事
会
の
刷
新
問
題
に
つ
い
て
ふ
れ

た
が
、
学
内
紙
『
明
治
大
学
新
聞
』
（
一
九
四
六
年
二
月
一
日
号
）
の
「
建
設

へ
の
道
標
未
だ
し

急
務
は
学
内
刷
新

商
議
員
会
理
事
会
の
更
新
を
衆
望

か
」
と
題
し
た
記
事
で
は
、
役
員
の
刷
新
を
求
め
る
と
と
も
に
、
教
員
の
充

実
、
大
学
院
・
研
究
室
整
備
、
新
教
材
編
纂
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
三
月
一
一
日
に
専
務
理
事
宛
に
提
出
さ
れ
た
専
任
教
授
団
の
建

議
書
で
は
、
一
三
項
目
に
お
よ
ぶ
要
望
が
な
さ
れ
て
い
る
。
お
も
な
も
の
を
挙

げ
る
と
、
商
議
員
会
改
革（
学
内
教
職
員
の
比
率
を
高
め
る
）
、
総
長
の
公
選
、

軍
国
主
義
者
等
の
追
放
、
教
職
員
の
充
実
等
の
要
望
で
あ
っ
た

(

)

。

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
四
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
商
議
員
会
で
は
寄

附
行
為
の
改
正
が
決
議
さ
れ
る
。
主
た
る
内
容
は
、
理
事
長
制
を
も
う
け
る
こ

と
、
商
議
員
を
学
内
教
職
員
か
ら
一
〇
名
増
員
す
る
こ
と
等
で
あ
っ
た
。

ま
た



よ
り
文
部
省
を
通
し
て
指
示
さ
れ
て
い
た
教
職
員
適
格
審
査
が

明
治
大
学
で
も
七
月
一
〇
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
の
九
月
二
七
日
に
松
本
滝
蔵
は
、
相
田
春
雄
幹
事
、
双
川

喜
一
専
務
理
事
と
と
も
に




を
訪
ね
て
い
る

(

)

。
こ
の
会
談
の
メ
モ
ラ
ン

ダ
ム
に
よ
れ
ば
明
治
大
学
側
は
次
の
内
容
の
質
問
を
し
て
い
る
。



大
学
教
育
の
基
本
的
諸
原
則



ど
う
す
れ
ば
大
学
の
民
主
化
を
完
遂
で
き
る
か



ど
の
程
度
校
友
の
参
加
を
認
め
る
べ
き
か



校
地
は
都
市
と
地
方
ど
ち
ら
が
よ
い
か



新
た
に
文
学
の
コ
ー
ス
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
学
校
を
設
置
し
た
場
合
、

（
明
治
）
大
学
の
名
称
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
か



七
年
前

(

)

に
置
か
れ
た
新
聞
高
等
研
究
科
を
（
右
記
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

学
校
に
）
切
り
替
え
て
よ
い
か



学
長
を
ど
の
よ
う
に
選
べ
ば
よ
い
か



学
部
長
を
ど
う
や
っ
て
選
べ
ば
よ
い
か
。
ま
た
各
学
部
は
学
長
お
よ
び
学

部
長
を
選
任
す
る
場
合
は
い
か
に
し
て
意
見
表
出
を
す
べ
き
か

＊
（

）
内
は
引
用
者
が
補
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、




の
担
当
課
員
は
、
相
手
の
質
問
の
面
子
を
保
た



――――

大学資料センター事務室報告 第集

せ
る
回
答
（face-saving

reply

）
を
行
っ
た
と
し
、
再
度
近
々
に
い
く
つ
か

の
点
で
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
の
質
問
も
当
時
大
学
が
抱
え
て
い
た
喫
緊
の
問
題
で
あ
る
。

は
、

商
議
員
会
で
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
校
友
の
学
内
行
政
の
参
加
に
と
も
な
う
弊

害
状
況
を
前
提
に
し
た
発
言
と
想
像
さ
れ
る
し
、

は
、
当
時
大
学
が
キ
ャ
ン

パ
ス
の
拡
張
を
す
べ
く
、
必
死
に
校
地
探
し
を
し
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い

よ
う

(

)

。

は
高
等
教
育
制
度
の
一
本
化
に
あ
た
っ
て
問
題
と
さ
れ
て
い
た
専
門

部
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
ま
た

と

は
役
職
者
の
公
選
制
と
、
選
出
プ
ロ

セ
ス
の
透
明
化
に
関
す
る
質
問
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
い
ま
ま
で
の
会
見
に

な
く
、
具
体
的
な
質
問
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
質
問
に
つ
い
て
は
、

ど
の
程
度
大
学
の
自
主
的
な
状
況
判
断
が
含
ま
れ
た
も
の
な
の
か
い
ま
少
し
慎

重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
大
学
側
も
民
主
化
・
復
興
・
拡
大
に
向
け
て
具

体
的
な
筋
道
を
模
索
し
つ
つ
あ
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（

）
女
子
高
等
教
育
に
つ
い
て




は
教
育
平
等
策
の
目
玉
と
し
て
女
子
教
育
の
充
実
を
掲
げ
て
い
た
。

こ
れ
は
日
本
側
も
同
様
の
意
向
を
持
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
女
子
教
育
刷
新

要
綱
」
（
一
九
四
五
年
一
二
月
四
日
閣
議
諒
解
）
は
そ
の
「
一

方
針
」
に
お

い
て
「
男
女
間
ニ
於
ケ
ル
教
育
ノ
機
会
均
等
及
教
育
内
容
ノ
平
準
化
」
の
必
要

性
を
表
明
し
て
い
る

(

)

。

戦
後
女
性
高
等
教
育
改
革
に
つ
い
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
一
人
と
し
て





教
育
課
女
子
教
育
顧
問
ホ
ー
ム
ズ
（L

uL
u

H
olm

es

ワ
シ
ン
ト
ン

州
立
大
学
女
子
部
長
）
の
名
前
は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る

(

)

。
と
く
に
、
新
制
大

学
へ
の
移
行
を
翌
年
に
控
え
た
一
九
四
八
年
に
日
本
女
子
、
津
田
塾
、
神
戸
女

学
院
、
聖
心
女
子
、
東
京
女
子
や
、
宗
教
系
の
私
立
大
学
一
二
校
を
優
先
的
に

大
学
へ
昇
格
さ
せ
た
過
程
に
、
ホ
ー
ム
ズ
の
意
向
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る

(

)

。
ホ
ー
ム
ズ
は
明
治
大
学
の
女
子
専
門
学
校
に
つ
い
て
も
か
な
り
初

期
の
段
階
か
ら
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。

一
九
四
六
年
八
月
九
日
、
ホ
ー
ム
ズ
は




に
着
任
す
る

(

)

。
彼
女
は
同

課
員
の
ド
ノ
バ
ン
（E

ileen
D

onovan

）
と
協
力
し
な
が
ら
、
聞
き
取
り
な

ど
の
調
査
を
進
め
て
い
る

(

)

。

ほ
ど
な
く
ホ
ー
ム
ズ
は
明
治
大
学
の
関
係
者
と
接
触
す
る
。
一
九
四
六
年
九

月
一
七
日
、
ド
ノ
バ
ン
と
ホ
ー
ム
ズ
は
、
明
治
女
子
専
門
学
校
の
学
生
二
名
か

ら
、
そ
の
女
子
教
育
の
よ
う
す
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
っ
た

(

)

。
報
告
書
に
よ

る
と
、
こ
の
前
週
に
家
族
生
活
に
つ
い
て
報
告
す
る
会
議
に
た
ま
た
ま
出
席
し

て
い
た
同
校
学
生
を
、
学
校
の
事
情
を
聞
く
た
め
に
再
度
来
訪
を
依
頼
し
た
も

の
で
あ
る
。
報
告
書
を
ま
と
め
た
ド
ノ
バ
ン
は
彼
女
た
ち
に
聞
き
取
り
を
求
め

た
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
彼
女
た
ち
に
来
て
も
ら
っ
た
の
は
、

明
治
に
お
け
る
女
子
学
生
の
生
活
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
。
報

告
者
は
同
校
に
つ
い
て
帝
国
大
学
や
他
の
男
子
大
学
の
よ
う
に
詳
し
く
な
く
、

今
ま
で
一
度
も
訪
問
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
」
。

聞
き
取
り
で
は
女
専
の
制
度
が
三
年
で
、
経
済
お
よ
び
法
律
を
学
ぶ
こ
と

（
両
名
と
も
法
律
を
学
ん
で
い
る
）
、
男
女
別
学
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の
男
子
学

生
は
予
科
や
高
等
学
校
に
行
け
る
の
に
対
し
て
、
女
子
の
そ
れ
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
、
学
生
生
活
の
三
分
の
二
は
法
律
の
勉
強
に
費
や
し
て
い
る
こ

と
、
ク
ラ
ブ
や
そ
の
ほ
か
の
活
動
、
そ
し
て
寮
な
ど
に
関
し
て
は
保
証
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
。
む
ろ
ん




側
は
規
則
等
に
よ

っ
て
学
校
の
お
よ
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
た
と
思
う
が
、
明
治
大

学
の
女
子
教
育
の
様
相
を
教
職
員
か
ら
ば
か
り
で
は
な
く
、
実
際
に
在
学
し
て

い
る
人
間
か
ら
聞
い
て
お
く
、
と
い
う
積
み
重
ね
を
し
て
い
っ
た
様
子
を
見
て



――――

大学学内改革と法規資料（村松）

取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ち
な
み
に
こ
の
聞
き
取
り
の
翌
日
の
九
月
一
八
日
付
で
、
文
部
省
か
ら
明
治

大
学
へ
女
子
卒
業
者
の
概
要
に
関
す
る
照
会
が
あ
り
、
大
学
か
ら
は
一
〇
月
七

日
回
答
を
し
て
い
る

(

)

。




の
聞
き
取
り
と
翌
日
の
文
部
省
か
ら
の
照
会

と
の
間
に
関
係
が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
か
ら
、
大
学
に
お

け
る
女
子
教
育
に
つ
い
て
本
格
的
な
情
報
収
集
が
開
始
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ

い
だ
ろ
う
。

ホ
ー
ム
ズ
は
、
学
生
の
集
ま
り
に
も
参
加
し
た
。
明
治
大
学
へ
は
一
九
四
七

年
の
九
月
二
六
日
に



（E

nglish
Speaking

Society

）
の
会
議
に
招

待
さ
れ
て
い
る

(

)

。
こ
こ
に
は
明
治
大
学
の



メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
、
ゲ
ス

ト
と
し
て
都
内
女
子
学
校
お
よ
び
男
子
大
学
の
学
生
も
出
席
し
て
い
た
。
ホ
ー

ム
ズ
は
、
学
生
た
ち
の
討
議
を
聞
き
な
が
ら
、
時
折
自
身
の
知
見
も
述
べ
て
い

る
。討

議
の
内
容
は
多
様
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
課
外
活
動
に
お
け
る
顧
問
の

任
命
の
仕
方

―
ホ
ー
ム
ズ
は
こ
れ
に
答
え
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
で
は
課
外
活

動
の
教
員
の
顧
問
は
大
学
が
任
命
す
る
の
で
は
な
く
、
学
生
自
ら
が
招
く
形
を

取
る
、
と
し
て
い
る

(

)

―
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
こ
と
、
大
学
と
就
職
口

に
公
然
と
男
女
差
別
が
あ
る
の
に
女
子
学
生
か
ら
不
満
が
出
た
こ
と
、
こ
れ
に

対
し
て
出
席
者
の
大
勢
は
新
し
い
四
年
制
大
学
が
置
か
れ
て
も
な
お（
改
善
に
）

時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
、
と
ホ
ー
ム
ズ
は
書
き
留
め
て
い
る
。

ほ
か
に
、
大
学
が
増
大
す
れ
ば
多
く
の
専
門
家
が
量
産
さ
れ
、
そ
う
な
る
と

将
来
よ
り
高
度
な
専
門
教
育
が
必
要
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
有
為
な
学

生
を
切
り
捨
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
質
問
が
学
生
か
ら
出

て
会
場
の
共
感
を
得
て
い
た
と
し
て
い
る
。

討
論
は
最
終
的
に
は
男
女
共
学
の
問
題
に
至
っ
て
い
る
。
男
子
学
生
の
女
子

学
生
に
対
す
る
礼
儀
（etiquette

）
の
こ
と
か
ら
、
果
て
は
恋
愛
や
学
生
結
婚

の
こ
と
ま
で
及
ん
で
お
り
、
ホ
ー
ム
ズ
は
レ
ポ
ー
ト
を
「
学
生
交
際
の
問
題
は

日
本
の
大
学
教
員
の
課
題
」
で
あ
る
と
締
め
く
く
っ
た
。

（

）
女
子
専
門
学
校
の
短
大
改
組
を
め
ぐ
っ
て

こ
の
よ
う
な
、
大
学
一
本
化
・
男
女
共
学
化
が



の
戦
後
教
育
改
革
の

大
き
な
流
れ
で
あ
っ
た
が
、
他
方
で
ホ
ー
ム
ズ
を
代
表
と
す
る




主
流

は
、
従
来
の
女
子
教
育
機
関
、
た
と
え
ば
女
子
専
門
学
校
に
つ
い
て
も
、
日
本

側
の
要
望
に
応
え
、
そ
の
独
自
性
・
多
様
性
を
認
め
て
残
置
す
る
こ
と
が
重
要

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た

(

)

。
学
校
側
も
そ
れ
に
向
け
て
運
動
を
し
て
い
る
。
一

九
四
六
年
一
一
月
九
日
に
は
、
明
治
女
子
専
門
学
校
を
ふ
く
む
女
子
専
門
学
校

一
一
校
が
、
六
・
三
・
三
・
四
の
学
校
体
系
案
に
賛
同
し
、
そ
の
実
現
を
要
望

す
る
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
る

(

)

。
続
い
て
、
東
京
女
子
、
日
本
女
子
、
津
田
塾

の
専
門
学
校
三
校
を
核
と
し
て
一
九
四
七
年
二
月
に
結
成
さ
れ
た
女
子
大
学
連

盟
も
積
極
的
に
ロ
ビ
ー
活
動
を
行
っ
た
。
立
ち
上
げ
の
一
六
校
の
メ
ン
バ
ー
に

は
明
治
女
専
も
入
っ
て
い
る

(

)

。
そ
こ
で
な
さ
れ
た
運
動
も
奏
功
し
、
い
ま
ま
で

の
女
子
高
等
教
育
機
関
は
、
女
子
大
学
や
、
ア
メ
リ
カ
のJunior

C
ollege

に

比
定
さ
れ
た
短
期
大
学
と
し
て
改
組
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

明
治
女
専
は
四
年
制
大
学
で
は
な
く
、
短
期
大
学
に
改
編
し
た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い
た
。
い
ま
ま
で
編
ま
れ
た
『
明
治
大
学
短
期
大
学
五
十
年

』

（
一
九
七
九
年
）
や
『
明
治
大
学
百
年

』
で
は
、
そ
の
改
組
に
あ
た
っ
て
ホ
ー

ム
ズ
の
助
力
が
大
き
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
大
学
設
置
委
員
会
（
一

九
四
七
年
一
二
月
設
置
）
が
学
部
と
同
一
の
学
科
を
持
つ
短
大
の
設
置
を
認
め

て
お
ら
ず
、
経
済
・
法
律
科
が
四
年
制
大
学
と
重
な
る
明
治
女
専
の
位
置
づ
け

は
宙
に
浮
い
た
形
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
同
校
を
訪
問
し
た
ホ
ー
ム
ズ
が
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女
子
法
曹
教
育
の
実
績
を
知
っ
て
、
文
部
省
に
同
校
の
短
大
改
組
を
認
め
る
よ

う
命
令
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
廃
止
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
女
専
を
短
大
へ
改

組
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
、
と
い
う

(

)

。

こ
の
話
の
典
拠
は
当
時
同
校
校
長
を
つ
と
め
て
い
た
野
田
孝
明
に
よ
る
約
三

〇
年
後
の
座
談
会
発
言
で
あ
る
。
確
か
に
ホ
ー
ム
ズ
た
ち




の
持
論
で

あ
る
日
本
の
女
子
教
育
保
護
論
か
ら
す
れ
ば
、
学
校
の
存
続
に
そ
う
し
た
態
度

を
取
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
う
い
っ
た
ホ
ー
ム
ズ
の
助

力
を
裏
付
け
る
資
料
は
残
っ
て
い
な
い
。




資
料
で
も
ホ
ー
ム
ズ
が
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
文
部
省
へ
命
令
を
下
し
た
の
か
、
直
接
そ
の
内
容
を
示

す
も
の
は
見
い
だ
せ
な
い
。
他
方
で
ホ
ー
ム
ズ
が
そ
の
よ
う
に
話
を
し
た
時
期

も
、
野
田
発
言
か
ら
は
明
ら
か
で
な
い
。
ホ
ー
ム
ズ
は
一
九
四
八
年
四
月
に





を
離
任
し
、
日
本
を
後
に
し
て
い
る
か
ら

(
)

、
彼
女
に
そ
う
し
た
発
言
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
推
察
さ
れ
る
。

だ
が
一
九
四
九
年
に
至
っ
て
も
女
子
専
門
学
校
の
位
置
づ
け
は
決
ま
っ
て
い

な
い

(

)

。
短
期
大
学
制
度
の
検
討
が
深
め
ら
れ
て
い
く
の
は
一
九
四
八
年
年
末
の

教
育
刷
新
委
員
会
以
降
と
さ
れ
て
お
り

(

)

、
教
育
基
本
法
の
改
正
に
よ
る
暫
定
措

置
と
し
て
設
置
基
準
が
定
め
ら
れ
た
の
は
一
九
四
九
年
五
月
、
短
期
大
学
設
置

基
準
が
定
め
ら
れ
る
の
が
同
年
八
月
三
〇
日
で
あ
る
。

同
設
置
基
準
に
は
、
学
部
と
同
一
学
科
を
持
つ
短
期
大
学
の
設
置
を
認
め
な

い
旨
の
規
定
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
「
一
二

他
の
学
校
と
の
併
設
」
に
お
い

て
、
「
短
期
大
学
が
大
学
高
等
学
校
等
に
併
設
さ
れ
る
場
合
に
は
、
短
期
大
学

の
本
質
に
か
ん
が
み
、
前
記
諸
施
設
設
備
等
は
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
に
と
く
に

考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(

)

」
と
あ
り
、
明
治
女
専
の
場
合
、
学
科
が
重
な

る
こ
と
と
、
教
員
や
施
設
等
を
共
用
す
る
点
が
認
可
に
あ
た
っ
て
難
点
と
な
っ

た
可
能
性
は
あ
る
。

実
際
明
治
女
子
専
門
学
校
の
関
係
者
は
、
学
校
が
四
年
制
大
学
へ
統
合
さ
れ

て
し
ま
い
そ
う
な
こ
と
に
危
機
感
を
抱
き
、




と
面
談
を
行
っ
て
い

る
。
一
九
四
九
年
九
月
一
六
日
に




へ
、
女
専
前
身
の
女
子
部
卒
業
生

五
名
（
う
ち
二
名
が
弁
護
士
・
裁
判
官
）
が
訪
ね
て
き
た
記
録
が
あ
る

(

)

。
用
向

き
は
「
女
子
専
門
学
校
（W

om
en's

L
aw

D
epartm

ent

以
下
原
文
は
す

べ
て
こ
の
標
記
と
な
っ
て
い
る
が
、
訳
文
は
女
子
専
門
学
校
に
統
一
す
る
）
の

四
年
制
大
学
へ
の
統
合
を
防
止
す
る
方
策
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
る
」
も
の
で

あ
っ
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
明
治
大
学
の
女
子
部
・
女
子
専
門
学
校
が
い
ま
ま
で
一
六

人
の
法
曹
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
続
い
て
今
回
の
改
編
に
よ

っ
て
明
治
大
学
で
法
律
を
学
ぶ
コ
ー
ス
が
四
年
制
の
み
に
な
る
と
、
経
済
的
な

問
題
や
、
親
の
反
対
な
ど
で
学
校
に
通
い
き
れ
な
い
女
性
が
多
数
出
て
く
る
と

述
べ
た
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
女
性
た
ち
が
二
年
な
い
し
多
く
と
も
三
年
で
修
了

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
置
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ホ
ー
ム

ズ
後
任
の
女
子
教
育
顧
問
ホ
ス
プ
（H

elen
M

.
H

osp

）
か
ら
、
そ
の
課
程
は

女
性
法
曹
の
養
成
と
は
別
の
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
質
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
て
関
係
者
た
ち
は
、
こ
れ
は
自
分
た
ち
の
意
見
と
い
う
よ

り
、
関
係
者
全
体
の
意
見
で
あ
る
と
前
置
き
し
な
が
ら

(

)

、
法
曹
を
志
す
女
性
は

四
年
制
大
学
の
法
学
部
で
学
ぶ
べ
き
だ
が
、
こ
れ
は
法
曹
養
成
を
す
る
も
の
で

は
な
く
、
法
曹
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や
、
役
所
・
事
務
所
な
ど
で
よ
り
よ
い
地
位

を
得
る
た
め
に
教
育
訓
練
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。

ホ
ス
プ
は
報
告
書
の
末
尾
で
、
関
係
者
た
ち
は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
展
さ

せ
れ
ば
短
期
大
学
（Junior

C
ollege

）
の
基
礎
に
な
る
と
考
え
て
い
る
よ
う

だ
、
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
段
階
で
は
女
子
専
門
学
校
の
関
係
者
た
ち

は
、
正
課
で
は
な
い
短
期
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
女
子
専
門
学
校
の
機
能
を
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残
し
て
お
き
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
首
尾
良
く
拡
大
す
れ
ば
、
折
を
見
て
こ
れ

を
短
大
に
移
行
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
い
う

と
、
こ
こ
に
至
っ
て
も
短
期
大
学
へ
の
移
行
に
つ
い
て
不
透
明
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
る
。





は
女
子
専
門
学
校
の
短
大
へ
の
改
組
に
協
力
的
で
、
九
月
二
四
日

に
再
度
ホ
ス
プ
は
明
治
女
子
専
門
学
の
代
表
者
た
ち
（representatives

）
か

ら
、
高
等
教
育
課
顧
問
も
ま
じ
え
て
学
校
に
関
し
て
詳
細
な
説
明
を
聞
い
て
い

る

(

)

。
こ
の
高
等
教
育
課
顧
問
と
は
お
そ
ら
く
イ
ー
ル
ズ
（W

alter
C

.
E

ells

）

の
こ
と
だ
ろ
う
。
同
人
は
四
年
制
大
学
一
本
化
の
反
対
論
者
の
中
心
に
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
短
期
大
学
制
度
の
推
進
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

(

)

。
そ
の
場
で

同
人
は
私
見
と
し
な
が
ら
「
明
治
大
学
は
私
立
の
機
関
で
あ
り
、
女
子
専
門
学

校
存
続
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
。
た
だ
、
代

表
者
た
ち
が
女
子
専
門
学
校
の
将
来
構
想
に
つ
い
て
文
書
を
作
成
し
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
ホ
ス
プ
は
代
表
者
た
ち
に
対
し
て
、




が
ど
の
よ
う
な
支

持
と
助
言
を
す
れ
ば
よ
い
か
議
論
す
る
た
め
の
書
面
を
準
備
す
る
よ
う
示
唆
し

た
。
そ
し
て
代
表
者
た
ち
は
後
日
デ
ー
タ
を
も
っ
て
再
度




を
訪
問
す

る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
再
度
訪
問
に
つ
い
て
の
メ
モ
は
残

さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
以
降
面
談
が
行
わ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

他
方
、
こ
う
し
た
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
た
さ
な
か
の
『
明
治
大
学
新
聞
』

で
は
、
こ
の
年
の
一
〇
月
に
実
施
さ
れ
た
「
女
子
部

マ

マ

祭
」
を
紹
介
す
る
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
記
事
で
は
女
子
部
祭
が
今
回
で
最
後
に
な
り
そ
う
だ
と
し

て
、
「
こ
う
し
た
女
子
部

マ

マ

も
六
・
三
制
の
実
施
に
と
も
な
っ
て
自
然
立
ち
消
え

に
な
り
そ
う

(

)

」
と
し
て
い
る
。
ど
こ
ま
で
内
情
に
立
ち
入
っ
て
記
事
が
書
か
れ

て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
お
け
る
女
子
専
門

学
校
に
対
す
る
学
内
一
般
の
受
け
止
め
方
と
し
て
参
考
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
そ
う
し
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
雰
囲
気
が
一
転
し
、
同
年
一
二
月
一
〇

日
の
同
紙
で
は
商
議
員
会
に
て
「
女
子
短
期
大
学
設
置
案
」
が
可
決
さ
れ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る

(

)

。
い
ま
ま
で
触
れ
て
き
た
記
録
や
記
事
の
時
期
か
ら
す

れ
ば
、
一
九
四
九
年
の
秋
口
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
◯
大
学
か
ら
の
働
き
か
け

が
う
ま
く
い
っ
て
、




や
文
部
省
か
ら
短
期
大
学
の
設
置
を
認
め
る
示

唆
が
あ
り
、
◯
大
学
側
は
そ
の
感
触
を
受
け
て
短
大
設
置
案
を
検
討
し
た
よ
う

に
も
推
測
で
き
る
。
だ
が
前
述
の
よ
う
に
そ
の
時
期
に
実
際
に
応
接
を
し
て
い

た
の
は
ホ
ス
プ
や
イ
ー
ル
ズ
で
あ
っ
て
、
ホ
ー
ム
ズ
は
す
で
に




を
離

れ
て
い
る
。
彼
女
は
そ
の
在
任
中
に
明
治
大
学
を
訪
れ
て
い
る
し
、
実
際
種
々

助
言
も
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
ホ
ー
ム
ズ
の
果
た
し
た
役
割

を
軽
視
す
る
も
の
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
た
だ
論
拠
と
な
っ
て
い
る
野
田
発
言

は
、
い
く
つ
か
の
別
々
の
出
来
事
が
混
同
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ

る
。
発
言
が
短
大
発
足
か
ら
大
分
過
ぎ
た
時
点
で
な
さ
れ
た
こ
と
も
考
慮
に
入

れ
て
お
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

と
も
か
く
短
期
大
学
は
、
商
議
員
会
に
て
設
置
案
が
出
さ
れ
て
か
ら
三
か
月

後
の
一
九
五
〇
年
三
月
一
五
日
に
認
可
・
四
月
に
開
校
し
た
（
当
初
法
律
科
・

経
済
科
・
工
学
科
・
新
聞
科
・
社
会
科
）。

（

）
小
括

明
治
大
学
に
関
連
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
ほ
か
に
、
学
内
民
主
化
に
関
す
る

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

(

)

、
課
外
教
育

(

)

、
学
内
刷
新
に
関
す
る
も
の

(

)

な
ど
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。
い
ま
ま
で
み
た
メ
モ
類
も
あ
わ
せ
て
み
る
と




に
代
表

さ
れ
る



の
論
点
は
お
も
に
、
教
育
の
民
主
化
の
側
面
を
強
く
意
識
し
な

が
ら
、
大
学
と
話
し
合
い
や
情
報
収
集
を
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
、
他
方
で
経
営
学
部
の
設
置
に
関
す
る
も
の

(

)

な
ど
が
あ
り
、
大
学
が
戦
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前
以
上
の
拡
大
の
志
向
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
る
こ
と
も
看
守
で
き
る
。
大
学

は
戦
後
、
復
興
・
民
主
化
・
拡
大
に
向
け
て
出
発
し
、
そ
の
う
ち
大
学
に
と
っ

て
重
要
な
問
題
は
、
占
領
教
育
行
政
の
主
要
な
牽
引
者
の
一
つ
で
あ
っ
た




と
協
議
し
な
が
ら
、
舵
を
切
っ
て
い
っ
た
。
残
さ
れ
た
メ
モ
か
ら
そ
の
一
端

を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

三

大
学
の
拡
大
へ
向
け
て
―
戦
後
総
合
大
学
の
確
立

明
治
大
学
が
法
・
商
・
政
経
・
文
・
工
・
農
の
六
学
部
か
ら
な
る
新
制
大
学

と
し
て
発
足
を
し
た
の
は
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
二
月
二
一
日
で
あ
る
。

そ
の
認
可
後
、
私
立
学
校
法
が
制
定
さ
れ
る
（
一
九
四
九
年
一
二
月
一
五
日
）
。

こ
の
法
律
は
そ
の
第
一
条
で
、
「
私
立
学
校
の
特
性
に
か
ん
が
み
、
そ
の
自
主

性
を
重
ん
じ
、
公
共
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
私
立
学
校
の
健
全
な
発
達

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
翌
年
の
一
九
五
〇
年
、
明
治
大
学
で
は
七
〇
周
年
記
念
式
典
が
実
施
さ

れ
た
。
復
興
（
イ
ン
フ
レ
や
学
生
減
に
と
も
な
う
学
費
値
上
げ
な
ど
）
と
前
節

で
述
べ
て
き
た
民
主
化
へ
の
対
応
に
一
区
切
り
を
つ
け
、
女
子
教
育
や
私
立
大

学
振
興
な
ど
、
大
学
に
と
っ
て
有
利
と
な
っ
た
諸
条
件
を
存
分
に
活
か
し
な
が

ら
、
拡
大
へ
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

新
制
大
学
学
則
は
新
た
に
置
か
れ
た
（
全
五
三
条
）
。
第
一
条
に
お
い
て

「
本
大
学
は
国
家
に
須
要
な
る
学
術
の
理
論
及
応
用
を
教
授
し
並
に
蘊
奥
を
攻

究
す
る
を
目
的
と
し
併
せ
て
人
格
の
陶
冶
及
び
国
家
思
想
の
涵
養
に
留
意
す
べ

き
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。
た
だ
「
国
家
の
須
要
」
を
は
じ
め
と
し
た
文
言
が
、

戦
前
の
学
則
を
引
き
継
い
で
お
り
、
学
則
が
最
小
限
の
手
直
し
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
こ
と
は
前
出
の
鈴
木
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る

(

)

。
こ
れ
が
本
格
的
に
改

正
さ
れ
る
の
は
一
九
五
七
年
の
こ
と
に
な
る
。
第
一
条
は
、
「
本
大
学
は
、
教

育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
、
学
術
の
理
論
と
応
用
と
を
教
授
研
究

し
て
、
有
為
な
人
材
を
育
成
は
、
文
化
の
発
展
と
人
類
の
福
祉
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
」
と
な
っ
た
（
全
六
四
条
）
。
こ
の
学
則
が
現
在
の
学
則
の

原
型
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
五
三
年
に
は
経
営
学
部
が
置
か
れ
た
。
さ
き
の
短

期
大
学
や
大
学
院
（
一
九
五
二
年
）
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
学
則
も
整
備
さ
れ
て

い
る
。

こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
の
拡
大
は
必
然
的
に
ハ
ー
ド
面
で
の
拡
張
に
結

び
付
く
。
敗
戦
直
後
か
ら
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡
張
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一

九
四
九
年
に
は
生
田
校
地
を
獲
得
し
、
そ
こ
は
農
学
部
と
草
創
期
経
営
学
部
の

キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
っ
た
。
ま
た
、
も
と
も
と
の
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
も

進
め
ら
れ
、
大
学
院
校
舎
の
新
築
（
一
九
五
三
年
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
区
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
発
展
し
て
い
く
。
こ
の
流
れ
は
一
九
五
四
年
の
総
合
計

画
委
員
会
の
設
置
以
降
、
駿
河
台
周
辺
の
土
地
買
収
と
多
く
の
校
舎
新
築
に
よ

っ
て
加
速
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
五
一
年
三
月
、
法
人
は
組
織
替
え
と
な
り
、
学
校
法
人
と
な
る
。
そ
れ

と
と
も
に
「
学
校
法
人
明
治
大
学
寄
附
行
為
」
が
認
可
さ
れ
た
。
大
き
な
変
更

は
、
意
思
決
定
に
か
か
る
機
関
の
商
議
員
会
が
評
議
員
会
と
名
称
変
更
さ
れ
た

点
で
あ
る
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
評
議
員
規
則
が
作
ら
れ
た
。
だ
が
こ
の
時
期
の

大
学
の
拡
大
路
線
に
は
、
ゆ
が
み
も
生
じ
て
く
る
。
組
織
は
変
わ
っ
て
も
そ
の

体
質
は
ひ
た
す
ら
経
営
優
先
の
拡
大
路
線
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
改

善
に
向
け
て
学
内
評
議
員
の
増
加
な
ど
、
組
織
立
て
の
変
更
を
目
指
し
て
「
専

教
連
」
や
学
内
浄
化
を
求
め
る
学
生
運
動
も
活
発
化
し
て
い
く
。

し
か
し
大
学
の
拡
大
路
線
は
立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
き
、
六
〇
年

代
以
降
の
大
学
大
衆
化
を
準
備
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。



――――

大学学内改革と法規資料（村松）

お
わ
り
に

本
稿
で
は
大
学
諸
規
定
を「
時
代
時
代
の
現
実
の
顕
れ
」
と
仮
定
し
た
上
で
、

前
提
と
し
て
創
立
期
か
ら
敗
戦
ま
で
の
時
期
区
分
と
学
校
諸
規
定
の
様
相
に
つ

い
て
見
取
り
図
を
描
い
た
。
次
に
第
二
次
大
戦
後
の
占
領
期
に
お
け
る
大
学
の

志
向
を
復
興
・
民
主
化
・
拡
大
の
三
点
の
視
角
か
ら
、
そ
の
過
程
で



、

と
り
わ
け




と
ど
の
よ
う
な
交
渉
を
経
て
き
た
か
、
と
き
ど
き
の
教
育

行
政
の
様
相
と
照
ら
し
な
が
ら
述
べ
て
き
た
。
比
較
的
多
く
女
子
高
等
教
育
に

関
す
る
メ
モ
が
残
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
分
析
の
比
重
が
増
え
た
が
、
女
子
専

門
学
校
の
短
期
大
学
改
組
過
程
に
い
さ
さ
か
の
知
見
を
付
け
加
え
ら
れ
た
と
思

う
。
そ
し
て
新
制
大
学
以
後
は
、
そ
の
志
向
が
一
気
に
拡
大
に
向
か
っ
て
い
く

こ
と
を
簡
単
に
触
れ
て
お
い
た
。

だ
が
本
稿
で
中
心
的
に
検
討
し
た




の
明
治
大
学
に
直
接
関
わ
る
メ

モ
ラ
ン
ダ
ム
は
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
到
底
す
べ
て
の
疑
問
に
答
え
う
る
も

の
で
は
な
い
。




や



各
局
・
ト
レ
ー
ナ
ー
文
書
を
は
じ
め
と
す

る
主
題
別
メ
モ
の
渉
猟
は
も
と
よ
り
、
占
領
教
育
行
政
に
お
け
る
担
い
手
（
文

部
省
・
大
学
基
準
協
会
・
私
学
協
会
・
私
学
連
盟
等
）
と
の
ル
ー
ト
か
ら
の
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
こ
う
。

注
　
　
　

(

)

山
形
万
里
子
編
・
別
府
昭
郎
解
題
「
明
治
大
学
の
規
則
・
学
則
に
つ
い
て
」
『
明
治
大
学


紀
要
』
第
九
号
、
一
九
九
一
年
所
収
。

　
　
　

(

)

鈴
木
秀
幸
「
明
治
大
学
の
学
則
」
お
よ
び
同
編
「
明
治
大
学
の
学
則

料
」
『
歴

編
纂
事

務
室
報
告
』
第
一
八
集
、
明
治
大
学
歴

編
纂
事
務
室
、
一
九
九
七
年
所
収
。

　
　
　

(

)

赤
間
義
三
郎
「
明
治
大
学
の
規
則
・
学
則
」（
内
部
用
資
料
）
二
〇
〇
三
年
。
な
お
、
同
資

料
に
つ
い
て
は
今
後
公
刊
・
紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

(

)

◯
の
時
期
は
実
際
、
二
つ
に
区
分
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
（

）
創
立
期
か
ら
司
法

省
指
定
校
ま
で
（
一
八
八
一
～
一
八
八
八
年
）（

）
専
門
学
校
令
に
基
づ
く
大
学
ま
で
（
～

一
九
〇
五
年
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
明
治
大
学
百
年

』（
以
下
『
百
年

』
と
略
記
）
の
時

期
区
分
と
も
重
な
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
議
論
の
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の

時
期
と
し
て
考
え
た
。

　
　
　

(

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
山
形
編
、
前
掲

料
に
付
さ
れ
た
表
「
明
治
大
学
主
要
学
則
の
名

称
、
構
成
、
総
条
数
」
に
詳
し
い
（
前
掲
誌
所
収
、
五
四
―
五
六
頁
）。

　
　
　

(

)
｢

補
修
」
と
は
在
学
年
数
三
年
年
を
満
た
さ
ず
に
判
事
検
事
登
用
試
験
を
受
け
る
場
合
に
、

当
該
人
が
受
け
る
追
加
授
業
の
こ
と
で
あ
る
（
第
八
九
条
）

　
　
　

(

)

渡
辺
隆
喜
「
明
治
大
学
留
学
生
覚
え
書
」
（
『
紫
紺
の
歴
程

大
学

紀
要
』
第
二
号
、
明

治
大
学
大
学

料
委
員
会
、
一
九
九
八
年
所
収
）
で
は
、
専
任
教
授
の
常
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
た
大
学
昇
格
期
前
後
に
、
学
内
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
留
学
制
度
が
本
格
化
し
て
い
く

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

(

)

『
百
年

』
第
三
巻
、
一
九
九
二
年
、
五
四
〇
頁
。

　
　
　

(

)

い
わ
ゆ
る
「
供
託
金
問
題
」
に
つ
い
て
、
前
掲
書
第
四
巻
（
通

編

）
六
八
七
頁
以
下

に
も
詳
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

(

)
｢

明
治
大
学
学
則
」
『
明
治
大
学
学
報
』
第
四
三
号
所
収
、
一
九
二
〇
年
四
月
。

　
　
　

(

)

鈴
木
、
前
掲
論
文
、
一
〇
頁
。

　
　
　

(

)

こ
れ
は
一
条
一
条
分
か
ち
書
き
に
せ
ず
、
内
容
の
類
似
す
る
条
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
ま
と

ま
り
の
条
の
中
に
項
を
も
う
け
て
ま
と
め
た
結
果
に
よ
る
。
た
と
え
ば
休
業
に
つ
い
て
、
い

ま
ま
で
の
条
文
で
は
春
期
休
業
・
夏
季
休
業
・
冬
季
休
業
と
、
日
曜
祭
日
本
学
祝
日
と
を
区

分
け
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
条
起
こ
し
て
い
た
の
を
、
一
条
に
ま
と
め
て
い
る
、
と
い
っ
た
具
合

で
あ
る
。
ま
た
章
も
、
そ
の
下
に
節
を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

(

)

『
百
年

』
第
三
巻
、
七
〇
八
頁
。

　
　
　

(
)

『
自
昭
和
三
年
一
月
至
同
八
年
三
月

明
治
大
学
制
度
調
査
委
員
会
概
要
』
一
九
三
三
年
、

六
五
頁
。

　
　
　

(

)
こ
の
時
期
の
事
務
分
掌
は
庶
務
課
・
教
務
課
・
予
科
教
務
課
・
学
生
課
・
会
計
課
・
人
事

課
で
あ
る
（
「
明
治
大
学
処
務
規
程
」
一
九
二
六
年
）。

　
　
　

(

)

『
実
業
之
日
本
』
第
二
八
巻
二
三
号
、
一
九
二
五
年
。『
百
年

』
第
三
巻
一
五
六
頁
収
録
。

　
　
　

(

)

明
治
大
学
学
長
か
ら
文
部
省
学
生
部
長
宛
「
学
生
課
・
生
徒
課
の
組
織
お
よ
び
事
務
組
織



――――

大学資料センター事務室報告 第集

に
関
す
る
報
告
」（
一
九
三
一
年
一
二
月
一
四
日
）

　
　
　

(

)
こ
れ
ら
の
学
生
団
体
に
つ
い
て
は
『
百
年

』
第
三
巻
、
五
二
三
頁
以
下
参
照
。

　
　
　

(

)
｢

校
規
改
正
要
綱
」
前
掲
書
、
六
二
〇
頁
。

　
　
　

(

)

『
百
年

』
第
四
巻
、
四
五
四
頁
。

　
　
　

(

)

同
前
、
四
一
九
頁
。
大
学
に
は



と
の
会
見
に
つ
い
て
公
的
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い

な
い
。
同
書
に
は
典
拠
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
鵜
澤
総
明
日
記
」
の
記
述
に
依
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
同
書
で
は
ま
た
、
日
付
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
鵜
澤
が
明
大
に
て
第
八

軍
情
報
教
育
部
長
ホ
ー
ル
少
佐
と
会
談
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は




教
育
課
の

R
obert

K
.
H

all

少
佐
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

(

)

立
教
学
院
百
二
十
五
年
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
』
一
九
九
六
年
、
四
七

八
頁
。

　
　
　

(

)
G

H
Q
/S

cap
R

ecords,C
IE
(A
)

07194,R
eport

on
C

onference
atM

eijiU
niversi-

ty,
26

N
ov

1946.

　
　
　

(

)

敗
戦
後
、
「
訓
育
」
「
植
民
政
策
」
な
ど
の
科
目
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
専
門
部
興
亜
科
は

産
業
経
営
科
に
変
更
さ
れ
た
（
一
九
四
五
年
九
月
申
請
、
一
二
月
認
可
）
『
百
年

』
四
三
三

以
降
参
照
。

　
　
　

(

)

『
百
年

』
第
四
巻
、
四
二
〇
頁
。

　
　
　

(

)

鵜
澤
総
明
日
記
「
感
思
録
」
明
治
大
学
百
年

編
纂
委
員
会
『
百
年

』
第
四
巻
、
八
〇

二
頁
。

　
　
　

(

)

海
後
宗
臣
・
寺
崎
昌
男
『
大
学
教
育
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
、
七
〇
頁
。

　
　
　

(

)

鵜
澤
、
前
掲
日
記
。
な
お
、
出
席
者
の
略
歴
・
肩
書
き
は
海
後
宗
臣
編
『
教
育
改
革
』
戦

後
日
本
の
教
育
改
革

、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
九
三
、
九
九
頁
に
よ
る
。
た

だ
米
国
教
育
使
節
団
の
行
程
表
に
は
こ
の
日
明
治
大
学
を
訪
問
し
た
と
い
う
記
録
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。

　
　
　

(

)

『
百
年

』
第
四
巻
、
四
一
七
頁
。

　
　
　

(

)

同
前
、
四
一
八
頁
。

　
　
　

(

)

同
前
第
三
巻
、
七
九
九
―
八
〇
〇
頁
所
収
。

　
　
　

(

)
C

IE
(A

)
677,

R
eorganization

of
M

eijiU
niversity,

27
Sep

1946.

　
　
　

(

)

新
聞
高
等
研
究
科
の
認
可
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
実
際
に
は
一
九
三
二
年
か
ら
授
業

を
開
始
し
て
い
る
が
、
正
式
に
認
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
認
可
申
請
関
係
の
書
類
も
残
さ
れ
て

い
な
い
（
『
百
年

』
第
四
巻
（
通

編

）
参
照
）。

　
　
　

(

)

前
掲
書
、
五
七
〇
頁
以
降
参
照
。

　
　
　

(

)

宮
原
誠
一
ほ
か
編
『
資
料

日
本
現
代
教
育

』
三
省
堂
、
一
九
七
四
年
等
参
照
。

　
　
　

(

)

ホ
ー
ム
ズ
に
つ
い
て
は
、
滞
日
中
の
活
動
に
つ
い
て
次
の
聞
き
取
り
が
な
さ
れ
て
お
り
参

考
に
な
る
。
た
だ
明
治
の
女
子
専
門
学
校
関
係
者
と
の
や
り
と
り
に
つ
い
て
は
、
こ
の
な
か

で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。L

uL
u

H
olm

es,Interview
ed

by
H

elene,
M

axw
ellB

rew
-

er
H

igher
E

ducation
for

W
om

en
in

Japan
1946

1948,
U

niversity
of

C
alifornia

B
ancroft

L
ibrary

R
egional

O
ralH

istory
O

‹
ce,

1968.

　
　
　

(

)

ゲ
ー
リ
ー
土
持
法
一
『
新
制
大
学
の
誕
生
―
戦
後
私
立
大
学
政
策
の
展
開
』
玉
川
大
学
出

版
会
、
一
九
九
六
年
、
一
七
六
頁
。

　
　
　

(

)

同
前
、
一
七
七
頁
。

　
　
　

(

)

日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
編
『
新
制
日
本
女
子
大
学
成
立
関
係
資
料
―


/






文
書
を
中
心
に
』
（
日
本
女
子
大
学

資
料
集

第
六
）
二
〇
〇
〇
年
に
、
ホ
ー
ム
ズ
た
ち

が
一
九
四
六
年
八
月
二
二
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
津
田
塾
、
東
京
女
子
、
日
本
女
子
の
各

専
門
学
校
を
視
察
し
た
資
料
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
二
三
九
―
二
四
〇
頁
）。
資
料
集
に
収
載

さ
れ
た



メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
日
本
女
子
大
関
係
の
も
の
だ
が
、
ホ
ー
ム
ズ
が
き
わ
め
て

頻
繁
に
三
校
の
関
係
者
と
面
談
し
て
い
る
よ
う
す
が
窺
え
る
。

　
　
　

(

)
C

IE
(A

)
2910,

L
ife

at
M

eiji,
17

S
ep

1946.

　
　
　

(

)
｢

女
子
学
生
沿
革
概
要
調
査
」『
百
年

』
第
三
巻
、
八
四
四
頁
所
収
。

　
　
　

(

)
C

IE
(A

)
2979,

M
eeting

of
the

E
nglish

S
peaking

Society
of

M
eijiU

niversity,

26
Sep

1947.

　
　
　

(

)

ホ
ー
ム
ズ
は
、
女
性
の
高
等
教
育
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
東
京
近
郊
の
女
子
専
門
学

校
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
顧
問
を
文
部
省
へ
招
い
た
と
こ
ろ
、
顧
問
の
歴
々
が
男
性

で
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
と
い
う
。
「
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
召
し
た
中
年
紳
士
が
、
ク
ラ
ブ
の
女

生
徒
た
ち
と
一
緒
に
ご
っ
た
返
す
部
屋
に
座
っ
て
い
る
の
で
す
」
（H

olm
es,

op.cit.,

p.19.

）
。
こ
う
し
た
経
験
が
、
こ
の
会
議
に
お
け
る
ホ
ー
ム
ズ
の
回
答
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　

(

)

ゲ
ー
リ
ー
土
持
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
。

　
　
　

(

)

日
本
女
子
大
学
成
瀬
記
念
館
編
、
前
掲
書
、
三
三
五
頁
所
収
。

　
　
　

(

)

『
成
瀬
記
念
館
』
第
一
四
号
、
一
九
九
八
年
。



――――

大学学内改革と法規資料（村松）

　
　
　

(
)

座
談
会
「
短
大
五
〇
年
を
顧
み
て

第
一
回
座
談
会
」
明
治
大
学
短
期
大
学
偏
『
明
治
大

学
短
期
大
学
五
十
年

』
一
九
七
九
年
所
収
、
一
一
〇
頁
。
『
百
年

』
四
巻
五
〇
八
頁
。

　
　
　

(

)
H

olm
es,

op.cit.,
p

III.

　
　
　

(

)

『
百
年

』
第
四
巻
、
五
〇
四
頁
。

　
　
　

(

)

国
立
教
育
研
究
所
編
『
日
本
近
代
教
育
百
年

』（
第
六
巻

学
校
教
育
）
、
一
九
七
四
年
、

四
四
二
頁
以
降
。

　
　
　

(

)

近
代
日
本
教
育
制
度

料
編
纂
会
編
『
近
代
日
本
教
育
制
度

料
』
講
談
社
、
一
九
六
四

年
、
三
九
六
頁
所
収
。
一
九
五
五
年
に
出
さ
れ
た
文
部
省
大
学
学
術
局
庶
務
課
編
『
短
期
大

学
設
置
基
準
と
そ
の
解
説
』
で
は
、
こ
の
基
準
の
解
説
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。「
併
設
の
場
合
に
お
い
て
は
、
や
や
も
す
る
と
校
地
校
舎
及
び
諸
施
設
設
備
等
の
み
な
ら

ず
、
教
員
組
織
ま
で
も
共
有
さ
れ
る
部
面
が
生
じ
て
、
短
期
大
学
と
し
て
の
本
質
が
充
分
に

発
揮
さ
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
併
設
す
る
他
の
学
校
即
ち
大
学
・
高
等
学
校
等
の
目
的
及
び

使
命
を
も
発
揮
し
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
自
主
性
と
独
立
性
に
か
ん
が
み
て
、
短
期
大

学
と
し
て
は
設
置
基
準
に
合
致
す
る
よ
う
物
的
人
的
両
面
に
亘
っ
て
、
特
に
考
慮
さ
れ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
（
一
六
頁
）
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
が
短
大
設
置

の
弊
害
と
な
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

(

)
C

IE
(A

)
2967,

M
eijiU

niversity
W

om
en's

L
aw

D
epartm

ent,
16

S
ep

1949.

　
　
　

(

)

こ
の
際
の




へ
の
陳
情
メ
ン
バ
ー
の
一
人
だ
っ
た
三
渕
嘉
子
（
元
横
浜
家
庭
裁
判

所
長
）
は
、
当
時
四
年
制
大
学
へ
の
吸
収
を
め
ぐ
っ
て
女
子
部
同
窓
会
で
話
し
合
い
が
持
た

れ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
三
渕
は
女
子
専
門
学
校
の
四
年
制
大
学
へ
の
統
合
論
者
で
、
短

期
大
学
案
に
つ
い
て
は
消
極
的
だ
っ
た
。
だ
が
会
の
多
数
決
で
女
子
専
門
学
校
を
短
大
と
し

て
残
し
た
い
と
決
ま
り
、
手
分
け
を
し
て
関
係
機
関
に
お
願
い
を
し
て
ま
わ
っ
た
と
い
う

（
三
渕
「
婦
人
の
解
放
と
明
大
女
子
部
の
果
た
し
た
役
割
」
（
一
九
七
九
年
の
講
演
）
明
治
大

学
短
期
大
学
編
『
明
治
大
学
短
期
大
学
創
立
七
〇
周
年
記
念
記
録
集

女
子
教
育
の
先
駆
け

と
し
て
』
二
〇
〇
〇
年
所
収
、
六
三
頁
）
。
三
渕
の
話
は




メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
の
内
容
を

裏
付
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

(

)
C

IE
(C

)
3655,

M
eijiU

niversity
W

om
en's

L
aw

D
epartm

ent.
24

S
ep

1949.

　
　
　

(

)

ゲ
ー
リ
ー
土
持
、
前
掲
書
、
六
〇
頁
。

　
　
　

(

)
｢

観
客
は
男
許
り
の
女
子
部
祭
」
『
明
治
大
学
新
聞
』
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
五
日
号
。

　
　
　

(

)
｢

女
子
短
期
大
学
設
置
案
な
ど
承
認

波
乱
の
厚
生
予
算
も
落
着
」
前
掲
紙
、
一
九
四
九
年

一
二
月
一
〇
日
号
。

　
　
　

(

)
C

IE
(C

)
6531,

T
he

D
em

ocratization
of

M
eijiU

niversity.
12

June
1947.;

C
IE

(C
)

6531,
D

iet
E

lection
Study

(M
eijiU

niversity
S
ocialS

cience
C

lub
),

1946.

　
　
　

(

)
C

IE
(D

)
252,

Y
outh

H
ostel

P
lans

for
Sum

m
er,

17
F

eb
1949.

;
C

IE
(C

)
315,

M
eijiU

niversity
B

oy
Scout,

24
Jan

1947.

　
　
　

(

)
C

IE
(A

)
765,

S
creening

Status
of

P
rofessor

form
erly

of
M

eijiU
niversity,

30

M
ar

1950.

　
　
　

(

)
C

IE
(A

)
427,

E
stablishm

ent
of

School
of

B
usiness

A
dm

inistration
of

M
eiji

U
niversity,

13
F

eb
1948.

経
営
学
部
の
設
置
は
実
際
は
、
一
九
五
三
年
だ
っ
た
。

　
　
　

(

)

鈴
木
、
前
掲
論
文
、
二
〇
頁
。


